
学校・家庭・地域が力を合わせ、
スポーツや文化芸術活動を安心して続けられる
環境づくりを進めていきます

令和8年9月2日

～設立総会を開催～

今、部活動が抱える課題

８月３日（月）、本協議会の設立総会を開催しました。東三河教育事
務所新城設楽支所長をはじめ多くの来賓をお招きしました。協議会規約、
組織・役員等の議案について議事を行い、ご承認をいただきました。

委員の方からは、地域クラブ活動と学校部活動との違いについて、踏
み込んだ質問をいただきました。休日部活動が地域クラブ活動になって
いくことにより、これまでとは異なる状況が生じてくることと思われま
す。現在は制度の整備を進めている段階ですが、事務局として、想像を
働かせながら対応策を考えるように努めてまいります。

設立総会を経て、改めて部活動地域展開事業をスタートすることにな
りました。持続可能な仕組みづくりに向けて、諸課題の解決を図ってい
きます。また、子どもや保護者、関係団体の皆さんへの説明会や意見交
換会も要望に応じて開催します。

是非お声掛けください。

新しい取組、発見
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北設楽郡部活動地域展開推進協議会

８月１８日（火）には、豊根村のふれあい会館にて説明会を行いました。体育
協会加盟団体の代表者やスポーツ推進委員、体育員さんに出席していただき
ました。現在の活動の様子や困っりごと、今後の期待など、率直な声をいただく
ことができました。

ご意見の一部を紹介します。

子どもも大人も、北設の地で

有意義に過ごせる環境を

地域の皆さんと懇談して

グランドのライン引きから始まり、声出し、ラ
ンニング、キャッチボールなど基本の「き」から
始まる練習でした。伺ってみますと「投げる・打
つ・走る」以外の要素がわかってこそ「野球の楽
しさ」が実感できるとのこと。野球に触れる環境
が重要ですね。

学校外での活動が動き出しています。「野球
をやりたい」という声に大人が答える。地域クラ
ブ活動が参考にすべき姿がありました。

どの子どもにも力試しの場が生まれ、
これまでの活動の成果や課題が実
感できるようなクラブになってほしい。

保護者の輸送は大きな負担になると
思う。村として何かサポートしてくれる
とよいのだが…。

子どもたちのやりたいことがで
きる環境づくりにに協力してい
きたい。

夏休みの奥三河総合センター（設楽町）です。中学生の自主的な活動がス
タートしていました。子どもからの「野球を教えてほしい」という依頼を受け、地
域の大人や高校生が協力していました。

北設
地域クラブ活動だより
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